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平成25年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成24年５月11日に公表した平成25年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績に差異が生じまし

たので、下記の通りお知らせいたします。 

また、平成24年５月11日に公表した通期業績予想の修正につきまして、下記の通りお知らせいたし

ます。 

 

記 

 
１.業績予想との差異及び修正について 

平成25年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値との差異(平成24年４月１日～平成24年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 35,500 550 590 360 9.30

実 績 値 ( B ) 32,823 1,512 1,546 590 15.26

増 減 額 ( B - A ) △2,676 962 956 230 

増 減 率 ( % ) △7.5 175.0 162.1 64.1 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成24年３月期第２四半期) 

31,606 2,443 2,448 1,203 30.30

 

平成25年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値との差異(平成24年４月１日～平成24年９月30日) 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 34,300 520 330 8.52

実 績 値 ( B ) 32,150 1,490 581 15.02

増 減 額 ( B - A ) △2,149 970 251 

増 減 率 ( % ) △6.3 186.7 76.3 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成24年３月期第２四半期) 

30,546 2,325 1,134 28.56

 

 

平成25年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成24年４月１日～平成25年３月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 65,900 1,310 1,410 810 20.91

今 回 発 表 予 想 ( B ) 66,000 1,900 2,000 870 22.46

増 減 額 ( B - A ) 100 590 590 60 

増 減 率 ( % ) 0.2 45.0 41.8 7.4 

(ご参考)前期実績 
(平成24年３月期) 

73,715 5,573 5,957 2,655 67.41
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平成25年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成24年４月１日～平成25年３月31日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 64,200 1,280 750 19.36

今 回 発 表 予 想 ( B ) 65,000 1,900 800 20.65

増 減 額 ( B - A ) 800 620 50 

増 減 率 ( % ) 1.2 48.4 6.7 

(ご参考)前期実績 
(平成24年３月期) 

71,530 6,054 2,745 69.69

 

 

２.業績予想との差異及び修正の理由 

 

当第2四半期累計期間（連結・個別）の業績については、売上高は上半期に完成予定の原子力発電設

備の定期検査工事などが、下半期に繰り越されたことなどにより、当初の予想を下回りました。 

しかしながら利益面においては、国内外の事業用発電設備工事の採算管理を徹底したことや設備投

資計画が下半期へずれ込み固定費が減少したことなどにより、経常利益及び当期純利益のいずれも当

初の予想を上回る結果となりました。 

通期業績予想については当第2四半期累計期間までの実績を踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、

当期純利益をそれぞれ見直した結果、当初予想の業績予想を修正いたします。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提にもとづいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。 

                                 以上 


